
 
9 月 4日（金）           18:30～19:30       

オール埼玉総行動 

 

大宮駅西口  

9 月 12日（土） 14:00～16:30 

野田・九条の会定例会 

欅のホール集会室① 野田九条の会 

9 月 1８日（金） 13:30～16:00 

DVD上映会 & 意見交換 

「火垂るの墓」 

欅のホール研修室 子どもの未来を語る会 

9 月 19日（土） 10:30～13:00 

平和のつどい実行委員会 反省会 

欅のホール研修室     実行委員会 

9 月 20日（日） 13:30～16:30 

DVD上映会 & 意見交換 

「私の街も戦場だった」 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

9 月 23日（水・祝） 13:30～ 

 

 

代々木公園  

9 月 26日（土） 13:30～ 

DVD上映会 & 意見交換 

「八法亭みややっこの憲法噺（ばなし）」 

北コミセン 川間九条の会 

 

今月の 9の日行動 

はこの行動で替えます 

昨年、平和のつどい・のだで
上映した「標的の村」の三上
智恵監督が描く沖縄の今。辺
野古で本当は何が起きている
のか、観に行ってみませんか。 

 
 

10:30/14:00/18:30 

埼玉会館小ホール 

 埼玉映画文化協会 048-822-7428 

 

め
た
り
、
離
党
す
る
町
議
が
出

た
り
し
て
い
る
。
8
月
11
日
に

は
創
価
大
学
有
志
が
法
案
反
対

の
声
明
を
出
し
、
賛
同
者
は
一

六
〇
二
名
に
上
っ
て
い
る
。（
26

日
現
在
） 

こ
れ
は
も
う
廃
案
に
す
る
し

か
な
い
！ 

集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
く
武
力

行
使
は
可
能
と
し
、
核
兵
器
の

輸
送
も
可
能
と
の
答
弁
。
国
会

で
審
議
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ

ど
、
政
府
答
弁
は
二
転
三
転
し
、

判
断
の
基
準
が
明
確
で
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
最
終
的
な
判
断
は
政
府
の

裁
量
に
な
り
、
白
紙
委
任
を
求

め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
も
う

こ
れ
は
民
主
主
義
で
は
な
く
独

裁
だ
。 

こ
こ
に
至
っ
て
、
さ
す
が
に

国
民
も
安
倍
政
権
の
危
険
性
が

分
か
っ
て
来
た
ら
し
く
世
論
調

査
に
そ
れ
が
現
わ
れ
て
い
る
。

先
日
の
共
同
通
信
に
よ
る
も
の

で
は
、
法
案
に
「
賛
成
」
が
28
％
、

「
反
対
」
59
％
で
、
内
閣
支
持

が
38
％
、
不
支
持
が
52
％
だ
。 

創
価
学
会
員
か
ら
も
反
対
の
声 

与
党
公
明
党
を
支
え
る
創
価

学
会
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
に
反
対
を
表
明
し
た
が
未

だ
そ
れ
を
撤
回
し
て
い
な
い
。

公
明
党
が
「
平
和
の
党
」
の
旗

を
事
実
上
降
ろ
し
て
い
る
こ
と

に
会
員
の
間
に
は
不
満
と
怒
り

が
広
が
っ
て
い
る
。
国
会
周
辺

で
安
保
法
制
反
対
を
叫
ぶ
中
に

創
価
学
会
の
旗
が
あ
っ
た
り
、

法
案
の
白
紙
撤
回
を
公
明
党
に

求
め
る
署
名
を
ネ
ッ
ト
上
で
始

何
が
問
題
か
と
い
っ
て
一
番

の
問
題
は
、
戦
後
60
年
に
わ
た

っ
て
違
憲
と
し
て
き
た
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
、
閣
議
決
定
で

合
憲
と
し
た
こ
と
だ
。
一
内
閣

の
閣
議
決
定
で
憲
法
改
定
を
行

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
許

さ
れ
る
な
ら
、
何
で
も
閣
議
決

定
で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
わ
な
い
か
。
日
本
は
法
治
国

家
で
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
こ

と
を
行
う
安
倍
政
権
が
、「
安
保

法
制
は
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
も

信
じ
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。 

核
兵
器
の
輸
送
も
可
能 

そ
の
安
保
法
制
だ
が
、
世
界

各
地
で
起
き
る
紛
争
に
対
し
自

衛
隊
を
随
時
派
遣
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
政
府

が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
他
国
軍

の
戦
闘
支
援
を
決
め
ら
れ
る
裁

量
の
広
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

国
会
の
承
認
は
事
後
で
も
良
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
等

を
攻
撃
し
た
相
手
国
が
日
本
を

攻
撃
す
る
意
思
が
不
明
で
も
、



 

校
、
高
校
の
教
科
書
に
寒

気
を
覚
え
ま
し
た
。 

ピ
ー
ス
カ
フ
ェ
と
称
し

た
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
戦
争

体
験
を
熱
心
に
聞

く
若
い
人
が
い
た

り
、
戦
争
法
案
の

議
論
が
あ
ち
こ
ち

で
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
線
の
体

験
、
東
京
大
空
襲

の
体
験
の
お
二
人

の
「
戦
争
は
絶
対

や
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
の
心
の
底

か
ら
の
訴
え
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
り

ま
し
た
。 

終
了
後
の
反
省

会
で
は
、
日
佐
戸

会
長
か
ら
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な

い
、
戦
争
へ
の
道
を
歩
ま

な
い
よ
う
行
動
し
よ
う
と

い
う
言
葉
に
拍
手
で
解
散

し
ま
と
し
た
。 

8
月
22
・
23
日
の
二
日

間
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
平
和
の
つ
ど
い
は
延

べ
五
〇
〇
人
を
超
え
る
参

加
者
を
集
め
終
わ

り
ま
し
た
。 

差
別
を
テ
ー
マ

の
講
演
と
「
日
本

の
原
発
」
の
映
画

を
メ
イ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
、
朗
読

劇
に
は
市
内
二
校

の
高
校
生
が
積
極

的
に
参
加
、「
ひ
ろ

し
ま
の
ピ
カ
」
は

プ
ロ
の
俳
優
の
朗

読
で
ジ
ー
ン
と
き

ま
し
た
。 

安
保
法
案
が
国

会
の
審
議
中
と
い

う
こ
と
で
、
野

田
・
九
条
の
会
の

展
示
で
は
そ
の
こ

と
を
き
ち
ん
と
伝

え
る
力
作
が
模
造
紙
六
枚

に
。
地
域
九
条
の
会
の
展

示
に
あ
っ
た
自
民
党
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
中
学

安倍流教育再生の目指すもの 

「戦後レジームからの脱却」掲げる安倍政権は、

育鵬社教科書執筆者の八木秀次などからなる「教育

再生実行委員会」を設置し、第一次内閣で改悪した

「新教育基本法」の理念の具体化を推し進めてい

る。それは個より公に重きを置き、国民意識の統合

を目指して規範意識や愛国心を刷り込む戦前回帰

の「国家主義」教育だ。また「グローバル時代」の

経済体制を支える人材育成と称し、一握りのエリー

トと、その他の従順な労働力の提供者に差別、選別

しようとしている。 

最近とある衆議院議員が新規公開株の購入をめ

ぐり金銭トラブルになっていると報じられ、自民党

を離党した。「安倍チルドレン」の一人とされるこ

の議員は、国会前学生デモを主催する SEALDSに

ついて、「戦争に行きたくない」というのは「極端

に利己的」だと批判していた。こうした「利己的個

人主義」を蔓延させたのは「戦後教育のせい」だと

いうのだ。己の利己主義を棚に上げて主権者として

の正当な行動を利己的と糾弾するとは滑稽の極み

だが、これこそ安倍政権が求める人材なのだろう。 

安倍推奨教科書の「躍進」 

安倍政権がとりわけ力をいれ

ているのが教科書採択だ。育鵬社

が有利になるような質問票を掲

載したパンフレットを地方議員

に配り、議会で取り上げるように

指示するなど介入を強めている

のだ。安倍首相も育鵬社の教科書

について、日本人の美徳と優れた資質を伝えている

と称賛する。この教科書作成を主導した「日本教育

再生機構」は侵略戦争を美化し「日本は正しい戦争

を行った」とする立場に立っている。実際この教科

書では、韓国併合や満州国について、日本支配下で

の近代化により政治や経済が整備されたことが強

調されている。また太平洋戦争についても、「自存

自衛」、「アジア諸国の解放」のための戦争として描

かれている。これに対し「従軍慰安婦」や「南京事

件」などの加害の記述は大きく後退している。既に

この教科書は東京都、千葉県などの中高一貫校はじ

め、横浜市、大阪市など計 11都府県・26地区で採

択され、来年から中学校で使用される（8 月 30 日

判明分）。この数は最終的には更に多くなるのでは

ないかと懸念される。 

伝えるべきものは何か 

慰安婦問題に関して、日本政府は河野談話で以下

のように表明している。「われわれはこのような歴

史の真実を回避することなく、むしろこれを歴史の

教訓として直視して行きたい。我々は、歴史研究、

歴史教育を通じて、このような問題を永く記憶にと

どめ、同じ過ちを決して繰り返さな

いという固い決意を表明する。」い

ったいこの「固い決意」はどこにい

ったのか。国家や民族など全体に解

消されることなく、戦前の歴史を直

視できるような個人を陶冶するこ

とこそ必要なのではないか。 

富村 友子 

 


